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１．研究計画の概要 

高齢者の運動機能の維持・向上は医療・介護
費用を低減させる重要度が高い社会的要請
である。高齢者の運動機能維持・向上のため
に生活習慣や身体特性を 26 年間記録されて
いるコホートを用いた住民検診で集積した
のべ4000名の資料から10年間の長期縦断的
研究を行い、運動器機能の悪化因子を解析す
る。 

 

２．研究の進捗状況 

2008 年 8 月に Y 町での住民検診を行い、約
650 名に対して 10 年間の縦断的調査研究を
おこなった。本研究の結果では 3 つの運動機
能疾患は生命予後に有意に関連していた。す
なわち骨粗鬆症、変形性膝関節症、変形性脊
椎症と診断された住民とこれらの疾患がな
い住民と比べて OR 約 2.0 倍も死亡率が高か
った。運動器疾患があると生命予後が悪いこ
とがわかった。このことを確認するために、
さらに 3 年間で症例を追加して約 1500 名の
住民での骨粗鬆症、変形性膝関節症、変形性
脊椎症と生命予後の解析を行う。レントゲン
評価を再度確認して、左右差が生ずる原因(生
活習慣、運動習慣)について考察する。また
2008 年 11 月に運動機能維持・向上プログラ
ムを開発にためには運動機能と認知機能（記
名力、計算力）介入をＹ町で約 80 名に対し
て、適切な運動介入を行った。 

平成 21 年度に継続してデータ収集と運動向
上プログラムを行った。運動器検診は対象検
診希望者で 60 歳以上の男女すべてを対象と
した。研究項目は同様の 12 項目とした。検
診で異常と判定した者に対して継続的に教
育・指導した。運動機能の低下例に対する運

動療法を考案し実施した。 

21 年度の運動療法と認知機能への介入を再
検討し、再度実施した（各 50 名の運動介入
群、運動費介入群、認知機能介入群、認知機
能非介入群）。計測項目の基準値からみた高
齢者運動器疾患の早期診断方法の開発と認
知機能を合わせた運動療法プログラムを確
定した。運動器疾患の早期診断方法の確立と
総合的運動療法の具体的プログラムを検証
した。異常と判定した者に対して継続的に教
育・指導した。高齢者運動器疾患の早期診断
方法の開発と一定の運動療法プログラムを
確定した。早期診断方法の確立と総合的運動
療法の具体的プログラムを検証した。 

 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

(理由) 

1997 年から 2006 年までの 10 年間に受診し
た住民の膝検診から膝関節症の評価、骨棘形
成の進展、左右差が解明できた。すなわち、
膝関節症(大腿･脛骨関節)は左側から悪化す
ることを発見した。 

 

４．今後の研究の推進方策 
総計約 1500 名以上の 10年間の長期縦断的調
査を多数の運動機能評価を用いて行う。さら
に運動機能・平衡機能を改善する生活習慣や
運動の開発、転倒予防運動の開発、高次脳機
能の改善法などによる高齢者運動器機能の
維持・向上プログラムを開発する。 
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